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1. 平成30年3月期第2四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 5,950 21.7 △362 ― △337 ― △351 ―

29年3月期第2四半期 4,887 15.2 △660 ― △656 ― △697 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 △55.16 ―

29年3月期第2四半期 △109.64 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 14,914 9,367 62.8 1,471.95

29年3月期 15,666 9,649 61.6 1,378.67

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 9,367百万円 29年3月期 9,649百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 5.00 ― 2.00 7.00

30年3月期 ― ―

30年3月期（予想） ― 7.00 7.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,200 14.8 300 29.2 330 28.6 260 153.8 40.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 6,422,000 株 29年3月期 6,422,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 58,090 株 29年3月期 58,090 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 6,363,910 株 29年3月期2Q 6,363,910 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済再生に向けた各種政策効果を背景に、雇用・所得

環境や企業収益の改善が見られ、緩やかな回復基調が続きました。一方、中国をはじめアジア新興国等の海外経済

の不確実性や北朝鮮問題などにより、依然としてわが国経済の先行きは不透明な状況が続いております。

 当社の主要事業であり、官需を主とする情報装置事業につきましては、同業他社に加え近年新規参入した企業と

の価格競争が依然として続いております。そのような状況下、さらに総合力を高め、きめ細かい受注活動を行って

まいりました。

 一方、民需を主とする検査装置事業につきましては、企業の設備投資は持ち直しの動きが見られるものの、受注

獲得のため、他社製品との導入時期、性能等の差別化競争は激しさを増しております。そのため、より優れた製品

で顧客ニーズに対応すべく、高性能はんだ付け外観検査装置を中心に新製品の営業活動を強化してまいりました。

 これらの結果、当第２四半期累計期間におきましては、売上高59億50百万円（前年同期比21.7％増）、営業損失

3億62百万円（前年同期は6億60百万円の損失）、経常損失3億37百万円（前年同期は6億56百万円の損失）、四半期

純損失3億51百万円（前年同期は6億97百万円の損失）となりました。 

 また、当第２四半期会計期間末の受注残高は119億57百万円となりました。 

 なお、当社の主要事業である情報装置事業の大半は、官公庁向けの道路交通に関わる情報装置関連製品であり、

例年、売上高は第４四半期、特に期末に集中する傾向がありますので、第２四半期累計期間の収益は、相対的に低

水準となっております。 

 

 セグメントの概況につきましては、次のとおりです。

 

① 情報装置事業

 高速道路会社向け大型案件の工期延期により、ＬＥＤ式道路情報板の生産が計画どおり進捗しなかったもの

の、高速道路の大規模更新・修繕事業に必要な自走式標識車の需要が増加し、売上は前年同期を上回りました。

また、利益面につきましては、受注獲得に向けた激しい競争はあったものの、売上が堅調に推移したことから改

善しました。 

 この結果、売上高48億16百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益98百万円（前年同期は64百万円の損失）と

なりました。

 

② 検査装置事業

 新製品の販売開始により、大口顧客からの受注が獲得でき、３次元基板外観検査装置、３次元はんだ印刷検査

装置の販売が堅調に推移したため、前年同期に比べ売上高は増加、利益は改善しました。

 この結果、売上高11億33百万円（前年同期比146.0％増）、営業損失2億7百万円（前年同期は3億33百万円の損

失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 当第２四半期会計期間末の資産は149億14百万円となり、前事業年度末と比較して7億52百万円の減少となりま

した。

 流動資産は106億11百万円となり、前事業年度末と比較して8億95百万円の減少となりました。これは主に、仕

掛品が6億43百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が16億80百万円減少したことによるものです。

 固定資産は43億2百万円となり、前事業年度末と比較して1億43百万円の増加となりました。これは主に、有形

固定資産が59百万円減少したものの、投資その他の資産が2億18百万円増加したことによるものです。
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（負債） 

 当第２四半期会計期間末の負債は55億46百万円となり、前事業年度末と比較して4億69百万円の減少となりま

した。

 流動負債は54億40百万円となり、前事業年度末と比較して4億96百万円の減少となりました。これは主に、前

受金が3億10百万円、電子記録債務が2億77百万円増加したものの、未払金が6億71百万円、支払手形及び買掛金

が5億66百万円減少したことによるものです。

 固定負債は1億6百万円となり、前事業年度末と比較して27百万円の増加となりました。これは主に、繰延税金

負債が28百万円増加したことによるものです。

 

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末の純資産は93億67百万円となり、前事業年度末と比較して2億82百万円の減少となり

ました。これは主に、その他有価証券評価差額金が81百万円増加したものの、利益剰余金が3億63百万円減少し

たことによるものです。

 

② キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ、8百

万円減少（前年同期は3億3百万円の増加）し、34億75百万円となりました。これは、営業活動によるキャッシ

ュ・フローが収入となったものの、投資活動及び財務活動によるキャッシュ・フローが支出となったことによる

ものであります。

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は、2億18百万円(前年同期比42.4％減）となりました。これは主に、売上債権の

減少19億70百万円の増加要因はあるものの、仕入債務の減少8億38百万円、たな卸資産の増加8億3百万円、税引

前当期純損失3億21百万円の減少要因によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により支出した資金は、2億12百万円（前年同期比398.6％増）となりました。これは主に、有形固定

資産の売却による収入32百万円の増加要因はあるものの、有形固定資産の取得による支出1億70百万円、投資有

価証券の取得による支出1億15百万円の減少要因によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動により支出した資金は、13百万円（前年同期比57.8％減）となりました。これは主に、配当金の支払

額12百万円の減少要因によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の業績見通しにつきましては、当初予定どおり売上高172億円、営業利益3億円、経常利益3億30百万円、当

期純利益2億60百万円を見込んでおります。

 

- 3 -

名古屋電機工業㈱(6797)平成30年３月期　第２四半期決算短信



２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,483,949 3,475,828 

受取手形及び売掛金 5,985,730 4,304,997 

商品及び製品 25,003 41,125 

仕掛品 1,158,249 1,801,357 

原材料及び貯蔵品 649,939 793,847 

その他 205,170 195,059 

貸倒引当金 △411 △233 

流動資産合計 11,507,631 10,611,982 

固定資産    

有形固定資産    

土地 2,095,761 2,074,465 

その他（純額） 941,358 903,359 

有形固定資産合計 3,037,120 2,977,825 

無形固定資産 80,567 64,637 

投資その他の資産    

投資有価証券 880,699 1,098,271 

その他 160,399 161,440 

投資その他の資産合計 1,041,099 1,259,711 

固定資産合計 4,158,787 4,302,174 

資産合計 15,666,418 14,914,156 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,280,627 713,836 

電子記録債務 2,074,216 2,351,465 

未払法人税等 65,400 21,000 

前受金 442,402 752,703 

賞与引当金 216,901 191,833 

役員賞与引当金 12,670 － 

製品保証引当金 91,961 132,396 

工事損失引当金 490,873 572,842 

その他 1,261,900 704,087 

流動負債合計 5,936,953 5,440,165 

固定負債 79,466 106,643 

負債合計 6,016,419 5,546,809 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,184,975 1,184,975 

資本剰余金 1,105,345 1,105,345 

利益剰余金 7,197,011 6,833,226 

自己株式 △25,168 △25,168 

株主資本合計 9,462,162 9,098,377 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 187,836 268,969 

評価・換算差額等合計 187,836 268,969 

純資産合計 9,649,998 9,367,346 

負債純資産合計 15,666,418 14,914,156 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 4,887,877 5,950,667 

売上原価 4,600,245 5,325,685 

売上総利益 287,631 624,981 

販売費及び一般管理費 948,210 987,078 

営業損失（△） △660,579 △362,096 

営業外収益    

受取配当金 10,793 11,332 

廃材処分収入 1,212 1,637 

不動産賃貸料 7,603 13,531 

その他 13,930 9,125 

営業外収益合計 33,541 35,625 

営業外費用    

支払保証料 13,542 7,127 

固定資産除却損 12,387 198 

減価償却費 3,179 2,804 

その他 755 923 

営業外費用合計 29,865 11,053 

経常損失（△） △656,903 △337,524 

特別利益    

固定資産売却益 － 9,540 

投資有価証券売却益 255 6,858 

特別利益合計 255 16,398 

特別損失    

減損損失 32,075 － 

特別損失合計 32,075 － 

税引前四半期純損失（△） △688,723 △321,125 

法人税、住民税及び事業税 8,413 6,414 

法人税等調整額 608 23,517 

法人税等合計 9,022 29,931 

四半期純損失（△） △697,745 △351,057 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純損失（△） △688,723 △321,125 

減価償却費 96,629 99,184 

減損損失 32,075 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △264 △177 

賞与引当金の増減額（△は減少） △71,814 △25,067 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △650 △12,670 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △29,721 40,434 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 96,776 81,969 

受取利息及び受取配当金 △10,814 △11,349 

投資有価証券売却損益（△は益） △255 △6,858 

固定資産売却損益（△は益） － △9,540 

固定資産除却損 12,387 198 

売上債権の増減額（△は増加） 3,076,023 1,970,054 

たな卸資産の増減額（△は増加） △942,239 △803,138 

仕入債務の増減額（△は減少） △770,615 △838,308 

未払消費税等の増減額（△は減少） △219,535 116,429 

その他 △204,175 △29,897 

小計 375,081 250,137 

利息及び配当金の受取額 10,814 11,349 

法人税等の支払額 △6,784 △42,974 

営業活動によるキャッシュ・フロー 379,111 218,511 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △26,125 △170,826 

有形固定資産の売却による収入 － 32,219 

無形固定資産の取得による支出 △9,956 △2,875 

投資有価証券の取得による支出 － △115,028 

投資有価証券の売却による収入 1,356 18,425 

その他 △7,945 25,337 

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,671 △212,748 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △31,827 △12,781 

その他 △1,102 △1,102 

財務活動によるキャッシュ・フロー △32,930 △13,884 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 303,509 △8,121 

現金及び現金同等物の期首残高 3,889,877 3,483,949 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,193,386 3,475,828 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  情報装置事業 検査装置事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,427,060 460,816 4,887,877 － 4,887,877 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － － 

計 4,427,060 460,816 4,887,877 － 4,887,877 

セグメント損失（△） △64,236 △333,823 △398,059 △262,519 △660,579 

（注）１. セグメント損失（△）の調整額△262,519千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△262,519

千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門及び研究開発部門に係る費用であ

ります。

２. セグメント損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  情報装置事業 検査装置事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,816,900 1,133,766 5,950,667 － 5,950,667 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － － 

計 4,816,900 1,133,766 5,950,667 － 5,950,667 

セグメント利益又は損失（△） 98,574 △207,652 △109,077 △253,019 △362,096 

（注）１. セグメント利益又は損失（△）の調整額△253,019千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

△253,019千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門及び研究開発部門に係る

費用であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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